
公益財団法人国際環境技術移転センター

中小企業向け温室効果ガス（GHG）排出量
算定支援にかかるモデル企業募集

令和５年度

支援内容

①お申込
裏面のURLもしく
はQRコードから
お申し込みください

②面談（無料）
当財団の職員が
企業に訪問し、
算定支援のご希望
内容やニーズ等を
お伺いいたします

③契約締結
支援にかかる
委託業務契約
を締結いたします

支援開始までの流れ

④支援開始
GHG排出量算定
支援を開始いたし
ます

申込方法
※裏面をご覧ください

支援対象 : 愛知県・岐阜県・三重県に所在する中小企業で既に海外展開している、
または海外展開に関心がある事業者

支援期間 ： Scope1,2のみの場合：約3か月※
  Scope１～３の場合：約9か月※
※算定対象年度、事業所数等によって異なりますので目安です。
また、 具体的な支援期間につきましては協議のうえ、決定いたします。

支援内容 ： Scope1～3の算定および削減支援、SBT認定取得に向けた支援等※
※具体的な支援内容につきましては協議のうえ、決定いたします。

支援費用 ：  Scope1,2の算定：  11,000円/月（税込）
Scope1～3の算定：33,000円/月（税込）

支援方法 ：  月2回程度打合せ（対面もしくはオンライン）、個別質問対応（メール・電話等）
申込締切   : 令和５年１０月２５日（水）１７：００まで

急速に進む気候変動への対応として、カーボンニュートラルに向けた取り組みが確実に求められる社会となる中、
今や企業様における脱炭素経営への参画は、生き残りをかけた喫緊かつ必須の課題となってきております。

（公財）国際環境技術移転センター（ICETT/アイセット）では、2050年のカーボンニュートラル(CN)実現

に向けて脱炭素の取り組みをこれから実施する予定、または既に実施している中小企業様を対象にして、
温室効果ガス(GHG)排出量(Scope1,2,3)の算定を中心とした伴走型支援を

試行的に実施しております。（今年度上半期の取り組みとして、３社のモデル企業様の支援を実施しました）
今回、今年度下半期の取り組みとして、数社の中小企業様をモデル企業として選定のうえ、伴走支援を提供す

るため、支援を希望される中小企業様を募集します。（支援は有償となります）



昨年度の支援モデル企業例

支援イメージ

A社様：自動車部品製造・加工メーカー

✓Scope1,2算定、取りまとめ結果の確認完了！
✓Scope1,2削減取り組み実施中
・省エネ支援団体（省エネお助け隊）の省エネ診断 及び
報告会の実施

⇒自社独自の削減策に併せ、報告会での改善提案事項に
自主的に取り組み、自社の電力使用量20％削減に成功！
・自治体の省エネ設備導入補助金に申請手続きを実施
✓Scope3の算定実施中
・サプライチェーン上の算定範囲、算定対象カテゴリの決定
・各対象カテゴリの算定方法検討中、算定ツールの提供済

B社様：住宅用木材製品加工メーカー

✓Scope1,2算定、取りまとめ結果確認完了！
✓Scope1,2削減取り組み検討中
・太陽光パネル導入等
✓Scope3の算定実施中
・算定範囲・対象カテゴリ、各カテゴリの算定方法決定
・カテゴリ1,4,5,6,7,9の算定中
（一部算定結果確認完了）
✓中小企業向けSBT認定申請手続き準備中
・申請手続き方法の確認済
・申請内容検討中

お問合せ先 ：公益財団法人国際環境技術移転センター（ICETT／アイセット）
 TEL：059-329-3500 担当：近藤、尾崎

◆モデル企業募集について詳しくはこちら：

http://www.icett.or.jp/chousa/chousa/r5/model_company_bosyu.html

◆以下のURLもしくは右記のQRコードからお申込みください。

https://forms.office.com/r/cFWdVHeRU4

申込方法

お申込いただいた企業様の中から、当財団の支援対象（モデル企業）
としてマッチすると判断させていただいた企業様に、当財団の担当者より
後日電話もしくはメールにてご連絡させていただきます。

裏面

http://www.icett.or.jp/chousa/chousa/r5/model_company_bosyu.html
https://forms.office.com/r/cFWdVHeRU4
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